












































ング（Henion, 1976 ; Belz, 1999 ; 2001 ; 西尾 , 1999）、グリーン・マーケティング（Peattie, 1992 ; 1995）、ソ
シエタル・マーケティング（Kotler1972、p.57）等がある。近年では、サステイナブル消費やサステイナブル・マー







A consideration on eco-marketing understanding perspective



































































































































の社会責任から市場セグメント化の問題へとシフトする。」（Anderson & Cunningham1972, pp.23-24.）
９　編著者は John Elkington & Julia Hailes. グリーン・マーケティング推進派の Peattie もその著書『Green 
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